
■初版の衝撃

『ジーニアス英和辞典 第５版』（G5）利用の

話の前に少しだけ私個人の経験について記すこと

をお許しいただきたい。

私が『ジーニアス英和辞典』の初版に出会った

のは，高校３年の時であった。当時は，中辞典と

いえばほぼ同じものを使っている仲間が多い中，

人とは異なるものを持ちたいという稚拙な考えと

ともに，書店で開いた時の感動からこの辞書の購

入に至ったことを今でも覚えている。G5を見る

と，その頃の内容からevolutionの過程を経てき

ていることが分かる。

■語源と原義

私を含め，購入者を引きつけた理由の一つとし

て，【原義】が明解に掲載されたことがあげられ

る。今も昔も語彙力は，受験生はもちろんのこと

社会人にとっても英語力で最も必要な力の一つで

ある。従って，語義がたくさんある単語について

は，【原義】を覚えておくことで，わざわざ受験

用の単語集を買わずに済むはずである。

G5でも【原義】の魅力は継承されている。

wearの項目を見るとまず，【原義：着せる→着

古す→疲れ（させ）る】と，語の歴史を把握でき，

頭に残りやすい記述になっている。

また，語義の で「…を着ている」でなく「…

を身につけている」を最初に記しているので，目

的語として「服」だけでなく，「化粧」「コンタク

トレンズ」なども置けることが分かる。

■図でマスター

G5の特徴で学習者にとって魅力的なのは，【前

置詞】のイメージ図と意味ネットワークである。

複数の外国人講師に，生徒にマスターさせるのが

一番難しい文法項目は何かと尋ねると，前置詞と

返答されることが多い。高校生が理解するのに時

間がかかるのは仮定法や分詞構文なのだが，英文

を書く際に間違いが多いのは，冠詞と前置詞であ

る。最近の参考書では掲載されるようになってい

るが，前置詞はイメージ（図）で理解するのが最も

効果的であると言える。下のunderの項目を参

照すれば，概念は日本語の解説よりもずっと理解

しやすい。今後は，動詞などにもイメージ（図）が

入ることを期待している。

■語根・接頭辞・接尾辞の利用

本校では現在『ジーニアス英和辞典』は学校推

薦辞書であるが，昨今では電子辞書のコンテンツ

が充実し，コストパフォーマンスが上がっている

ため，いわゆる紙の辞書を持つ生徒が減ってきて

いる。しかし，よく言われるように，私も入門期

の学習，特に語彙力を高める時期においては紙の

辞書の利用が有益だと考えている。それは，電子

辞書の限られた画面では，一度に目に入る情報量
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も限られてしまうからである。

紙の辞書の利点は【語根・接頭辞・接尾辞】の

参照である。例えば，contradictを辞書で調べた

と し よ う。G5で は，【原 義：反 対 に し て

（contra）言う（dict）】と書かれている。意味や

例文を調べるだけではなく，この見開き２ページ

に目をやると大学受験・英検２級以上で必要な

contrary，contrastやその派生語が掲載されて

いる。contra（contr）で「反（対）」というイメ

ージが持てれば，ある程度，意味は推測でき，長

文読解では武器になるはずである。私が知る限

り，電子辞書ではまだ，この「見開き２ページを

見る」ということはできない。ちなみにdictの

ほうも，dictionaryや predictなどの単語との関

係を知れば，語彙力も増強できるであろう。実

際，私は授業において語根・接頭辞・接尾辞を説

明しているが，生徒もよく聞いてくれる。この知

識は，初期だけでなく中級の学習者にとっても，

好奇心を喚起し，理解を深めるスキルとなるであ

ろう。

■英作文の指導

G5で evolutionと考えられる項目の中に【類

語比較】の増設がある。現在私が教えている高校

２年生は自分の意思を表現できるように英語の例

文暗誦をしているところだが，高校３年生になる

と，思いつく日本語にどの英語表現を使えば良い

のか躊躇するようになる。

例えば，「国」ということばにすべてcountry

を当てはめる生徒が出てくる。日本人の心をえぐ

り国民的関心事となった「イスラム国」も英語に

すると“country”ではなく，彼ら自身は Is-

lamic State，メディアなどでは Islamic State in
 

Iraq and the Levantと“state”を用いている。

この点を理解するには右上の知識があると適切な

単語選択ができる。G5には多くの【類語比較】

が掲載されており，コラムとして読んでも良い学

習になるのではないだろうか。

また，【コロケーション＋】の項目も英作文学

習には有用である。moneyの【コロケーショ

ン＋】を見ると多くの表現が掲載されている。生

徒が書く際に，nativeが使わない［動詞＋目的

語］の組み合わせを使うことがある。高校生とも

なれば，use money, study homeworkなどとは

書かないが，do＋...（名詞）で「…をする」

（例：do a census）と苦し紛れに書く生徒はい

る。私個人も，【語法】【表現】も参考にしなが

ら，英作文の指導に生かしたいと考えている。

■最後に

TOEFL，TOEIC，TEAP，様々な資格・検定

試験，大学入試において，語彙力の増強が何より

も大切であることは言うまでもない。もちろん，

基盤となる文法力は必要であるが，点数が伸びな

かったり，不合格となっている生徒は語彙力不足

に起因していることが多い。

「辞書を引け 」という教師が減って久しい。

しかし，生徒が効果的に語彙力を増強し４技能で

使えるようにするには，教育現場で定着している

音読→テスト（確認）に加え，G5など紙の辞書，

インターネットなどを使った単語参照・調査のよ

うなacademic taskの実践も期待したい。この

taskを個人だけでなく groupでも行い，presen-

tationにつなげれば，文部科学省が推奨する

active learningの一手段となるのではないだろ

うか。

私の高校時代から IT社会の現代になっても，

「言葉を楽しむ」ことができるVOCABULARY

の泉が紙の辞書にはある。

（たけい まさる・桐光学園中学高等学校教諭）
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